
 

 

 

 

          発行 福島県立聴覚支援学校 会津校 令和６年７月１９日 第 1号   

 

地域支援センターみみらんど・會津では、センター的機能の充実に向けて、以下の３項目の取組を行

っています。（※については、紙面最終に補足があります。） 

 

その１：医療や福祉等の関係機関と連携し、乳幼児早期教育相談の充実を図る。 

その２：会津地域の聴覚障がいのある子ども一人一人に応じた支援や地域のニーズに応じた相談・研 

    修支援（※１）、情報発信を行う。 

その３：地域の関係機関と連携し、校内の幼児児童や保護者への支援を行う。 

 

今回の通信では、それぞれの取組について紹介します。 

その１ 

 みみらんど・會津では、０歳児からのきこえやことばの相談や支援に加え、子育て全般にわたって  

相談に応じています。今年度、早期教育相談（みみちゃん教室）では、５組の親子が定期的に利用し 

ています。聞こえにくいお子さんへの上手な「ことばかけ」へのアドバイスや、お子さんと保護者の 

方を支えホッとする場の提供を心がけています。 

 また、幼稚部の活動を実際に体験する「幼稚部体験会」や「みみちゃん教室体験会」も開催し、  

より多くの地域の方にみみらんど・會津を知っていただく働きかけもしています。 

  

 

 

 

 

 

その２ 

 みみらんど・會津の取組を広く知っていただくため、新年度に会津管内すべての市町村教育委員会

等へ啓発におじゃまさせていただきました。これまでの啓発の成果もあり「みみらんど・會津」の存

在を知ってくださる方々もいらっしゃり、大変嬉しいです。地域の幼稚園や保育園、小・中学校の要

請を受けて、相談・研修支援や聴覚障がい理解の出前授業も行っています。ぜひご活用ください。 

 また、保護者を含む地域の関係機関の方を対象に年２回（７月・９月）公開学習会（※２）を実施 

します。ホームページ内にご案内がありますので、どうぞご活用ください。 

 

その３ 

 今年度、会津校には９名の幼児児童が在籍しています。一人一人の聞こえの状態に合わせて、医療 

機関と連携し、補聴援助システムを使用するための補聴器の調整を依頼したり、学校生活での助言を

得たりしています。幼稚部は近隣の認定こども園と、小学部は居住地での充実した交流及び共同学習

を行い、「地域で共に学び、共に生きる教育」の実現を支援しています。また、地域の福祉サービス等

を利用するため、特別支援教育コーディネーターが窓口となり関係機関とのケース会議を行い、必要

な情報共有を保護者も交えて行います。 

みみらんど通信 



※１ 相談・研修支援について➡まずは、ホームページ内のみみらんど・會津リーフレットを参照し 

               ご連絡ください。（TEL 0242-22-1286） 

※２ 公開学習会について➡ホームページ内のお知らせをご覧ください。 

             第１回：７月２６日（金） 

             第２回：９月２０日（金）予定 

 

７月には、みみちゃん教室体験会を行いました。2 つの子ども園から参加がありました。いくつかの

相談できる場があると、子育てに悩んだり、迷ったりした時に、助かりますとの話しがありました。 

3学期には、幼稚部体験教室を予定しています。みみちゃん教室の 

先輩の保護者さんからお話を聞いたり、幼稚部の活動を実際に体験し 

たりする機会にしようと考えています。みみちゃん教室から幼稚部や 

地域の園への入学・入園が、安心して行えるようにサポートします。 

  

ミニコラム 

 

「生活の言語化」と「言語の生活化」について 

みなさんは、上記の標語をご存じですか。昭和２０年代頃から言われ始めた言語指導の方法で、現 

在も行われています。特に乳幼児を対象とする早期教育では、これらの指導法の考え方を理解してお 

くことが必要といわれるものです。 

 

 ちょっと硬い話になりますが、文部科学省「聴覚障害教育の手引」によりますと、 

 「生活の言語化」・・・食事や着替えなど日常の生活行動を通して言語を学習させる言語指導の方法 

「言語の生活化」・・・生活の場面を想定し、絵カード等を用いてその場面で使われる様々な言い方 

 をあらかじめ教えておき、実際の生活の場面でその言い方を使うよう促して言葉を定着させる言語  

 指導の方法、と記されています。 

 

 具体的な場面ですと、以下のようになります。 

「生活の言語化」・・・食事の場面で「いただきます。」や「～を食べる。」など、その都度同じよう 

 な言い方をお子さんに聞かせ、模倣や、発話を促していく。 

 特色として、①実際の場面があるため、その言葉の意味が分かりやすい、②その時の感覚や気持ち 

 を伴って言葉を学習できる、③動作に合わせた言葉を扱うのでお子さんにとって覚えやすい、④毎 

 日繰り返される場面で行うため、自然に繰り返しの学習ができる、などがあげられます。 

「言語の生活化」・・・例えば、幼稚部の活動で「水遊び」を計画し、絵カードなどを用いてその場 

 面で使われる様々な言い方（例：プールに入る、水着を着るなど）をあらかじめ教えておき、実際

の場面でその言い方を使うように促していく。  

 生活の言語化と異なるのは、意図的、計画的にお子さんに触れさせる語彙を指導できることです。 

 

 聞こえにくさのあるお子さんに対して言葉を育むことは、学校だけで行われるものではありません。   

家庭と学校の連携がとても重要です。また、機械的に言葉を教え込むのではなく、お子さんのその時々 

の気持ちに合わせていくこと、音声だけでなく、文字、指文字、手話等の多様なコミュニケーション  

手段を適切に選択し行うことが効果的です。 

  

 早期教育相談「みみちゃん教室」では、お子さんの状態に合わせて遊びを通しながら、幼稚部では 

お子さんの生活に即しながら「生活の言語化」の考えを基にかかわっています。お子さんの実態に応 

じ指導計画に基づいて、系統的・計画的な活動の「言語の生活化」に取組んでいます。 

  

 

 

 

 

 


